








「水を水素と酸素に電気分解できるなら、水素と酸素から電気を取り出せるに違いない。」
こう考えて燃料電池の父と呼ばれるW.Grove は、170 年近くも前に最初の燃料電池を作り、その出力で水の
電気分解を行った。これは卓越した着想で、共に二次エネルギーである電気と水素の相互変換、ふんだんに存
在する水だけが分解されたり生成されたりする、という長い年月を経ても色あせぬ究極の目標を示している。
このように、燃料電池の本来の目的は電気を作ることである（あたりまえのことであるが、熱を作ることで
はない）。太陽電池や風力発電の様に利用されていなかった膨大な自然エネルギーを直接利用する場合とは異な
り、限りある化石資源などから（当分の間は）手間をかけて作った燃料を利用する燃料電池の場合、少しでも
高い効率で発電することが真っ先に重要な目標であろう。少なくとも、小型から中型の定置用燃料電池の大量
普及のためには、系統から供給される電力と同等以上の発電効率の実現が必須であると思われる。逆にこれが
確保されれば、ヒートポンプ（本来の機能は電気を使って熱を移動させること）との比較の議論など全く無用
になろう。
自動車用の燃料電池の場合には、今後の比較対象は、バイオ燃料利用エンジンや蓄電池等であるろう（減速
時のエネルギー回生は、全てに共通する大前提として）。前者とは、普及時期や規模、地域等が異なるという整
理ができるかもしれないが、後者とは、注意深い比較が必要である。短距離は電気自動車、長距離は燃料電池
自動車、という単純化された評を聞くが、比較すべきは利用できるエネルギーの貯蔵密度である。重量あたり
のエネルギー密度が数倍以上高い水素（少なくともしばらくの間は）を使う燃料電池の場合は、水素容器と燃
料電池本体の軽量化が優劣を決するポイントであろう。水素の貯蔵方式の開発に大きな努力が払われている所
以である。
本格的普及のためには以上の他にも、信頼性や利便性、コストなどの重要な要因が複雑に絡んでくることは
当然である。二十世紀の後半に入ってから登場した太陽電池が急速に普及したのは、情報通信を支える半導体
産業の進展と平行していたという幸運も大きいが、一旦作られたものは 10年以上使えるという堅牢性も大き
な要因ではなかったかと思われる。燃料電池のできる限りの長寿命化のための努力は当然であるが、貴金属を
必要とする場合や、過酷な用途のために定期的交換せざるを得ないような場合は、リサイクルループの確立も
前提として考えておく必要があろう。
同じく、太陽電池の普及初期に必要性が認識されたのは、高精度で中立的に性能を評価する仕組みである。
太陽電池の国際的市場での公平な競争を可能にする標準の確立のために大変な労力が払われて来たことを考え
ると、燃料電池でも同様な動きが早急に必要になると思われる。
以上、素人が釈迦に説法のごとく、コストには目をつぶって、敢えて単純化したおさらいをしたが、それぞ
れの課題の目標はそれほど遠いものではなく、精力的な研究開発の賜物としての最近の進歩には目覚しいもの
がある。冒頭に述べた Grove の想いを時々思い出し、世相の変化に惑わされることなく、着実に目標が達成さ
れることを願っている。

Yoshiro　Owadano
Director, Energy Technology Research Institute,

National Institute of Advanced Industrial Science and Technology
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